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男女共同参画基本計画に関する施策の評価等について 
 
（分野名）１２．新たな取組を必要とする分野における男女共同参画の推進  
 
（施策名）（２）防災（災害復興を含む） ○ 防災分野における女性の参画の拡大  
 
１ 主な施策の取組状況及び評価 

 

（施策の取組状況） 

平成２０年２月の防災基本計画の修正を受けて、同年３月１８日付けで、各都道府県知事あて、男女

共同参画の視点を取り入れた防災体制の確立について留意し、地域防災計画の見直しを速やかに推進す

るよう通知。 

また、都道府県が作成する地域防災計画の修正に係る内閣総理大臣への協議において、防災基本計画

に基づいて、男女双方の視点に十分配慮すべき事項について、地域防災計画に規定するよう要請。 

 

 

 

 

 

２ 今後の方向性、検討課題等 

  

平成２０年２月の防災基本計画の修正において、地域防災計画の作成状況及び実施状況を定期的に把

握するとされたところであり、「男女共同参画の視点を取り入れた防災体制の確立」に関しても、地域

防災計画への反映状況及び関連施策の推進状況等についてフォローアップを行っていくこととしてい

る。 

 

 

 

 

３ 参考データ、関連政策評価等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

【資料 6-(2)】総務省作成 
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男女共同参画基本計画に関する施策の評価等について 
 
（分野名）１２．新たな取組を必要とする分野における男女共同参画の推進  
 
（施策名）（２）防災（災害復興を含む） ○ 防災の現場における男女共同参画  
 
１ 主な施策の取組状況及び評価 

 

（施策の取組状況） 

消防庁においては、消防組織の充実強化を図るための方策に一つとして、消防組織における女性消防

吏員の更なる積極的な採用と職域の拡大について推進しており、 

① 採用における平等な受験機会を提供すること 

② 警防業務、予防業務、救急業務など幅広く従事できるよう職域を拡大すること 

③ 仮眠室やトイレ等環境の整備を行うこと 

について、各消防本部における積極的な取り組みを求めるとともに、平成 19 年度には、女性消防職員

の勤務態勢別・従事業務別の配置状況及び女性消防職員のための職場環境等に関する実態調査を実施

し、課題等についてまとめたところです。 

こうした女性の職域拡大等の積極的な取り組みについては、全国消防長会や全国消防学校長会、消防

大学校における講義や各種講習等、あらゆる機会をとらえ示しているところです。 

 

（施策の評価） 

平成 20 年４月１日現在の全国の女性消防吏員は 2，588 人（全消防吏員数の 1.65％）であったのに対

し、平成 21 年４月１日現在の全国の女性消防吏員は 2,822 人（全消防吏員数の 1.80％、速報値）と年々

増加しているほか、消防隊や救助隊への配置等、女性の職域拡大の取り組みが進展してきている。 

 

２ 今後の方向性、検討課題等 

  

女性消防吏員は、少しずつではあるが人数及び構成率ともに増加傾向にある。 

平成 19 年度の調査によれば、女性消防吏員受け入れのための庁舎・施設等の整備が不十分である、

体力試験における女性の合格者が少ない、などの課題があげられており、ひきつづき各消防本部におけ

る女性消防吏員の積極的な採用と職域拡大を図り、今後も女性消防吏員が一層活躍できる環境を整えて

いく必要がある。 

 

３ 参考データ、関連政策評価等 

 

消防吏員に占める女性消防吏員の人数と割合 

  平成 15 年度 1,776 人（1.16％） 

  平成 16 年度 1,918 人（1.25％） 

  平成 17 年度 2,053 人（1.33％） 

  平成 18 年度 2,207 人（1.42％） 

  平成 19 年度 2,387 人（1.53％） 

  平成 20 年度 2,588 人（1.65％） 

  平成 21 年度 2,822 人（1.80%、速報値） 
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男女共同参画基本計画に関する施策の評価等について 
 
（分野名）１２．新たな取組を必要とする分野における男女共同参画の推進  
 
（施策名）（２）防災（災害復興を含む） ○ 防災の現場における男女共同参画  
 
１ 主な施策の取組状況及び評価 

 

（施策の取組） 

消防庁では、ポスター・パンフレット・ＤＶＤ・ホームページ等による広報活動を始め、女性消防団

員の入団促進等について、地方公共団体に対して通知を発出するとともに、地域防災計画に規定するよ

う要請している。 

 

（施策の評価） 

女性消防団員は人数（⑱14,665 人→H21 速報値 17,881 人）及び構成率（⑱1.63%→H21 速報値

2.02%）ともに増加。 

２ 今後の方向性、検討課題等 

 

今後もポスター・パンフレット・ＤＶＤ・ホームページ等による広報活動を充実し、女性消防団員の

入団促進等について地方公共団体に対して通知を発出するとともに、地域防災計画に規定するよう要請

する必要がある。 

３ 参考データ、関連政策評価等 

 

女性消防団員数の推移【単位：人】 

  

               各年度 4月 1日現在の数値 

平成２年 1,923  平成 12 年 10,176

3 2,582  13 10,776

4 3,363  14 11,597

5 4,150  15 12,440

6 4,939  16 13,148

7 5,902  17 13,864

8 6,796  18 14,665

9 7,595  19 15,502

10 8,485  20 16,699

11 9,468  21 速報値 17,881

 

 

 
 


